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代表取締役

宣言日

年12月31日までの取組目標

（記載上の注意）
　 １　「目標に関連する取組内容」は、３つ以上のゴールに関する取組を記載してください。
 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。

海洋ごみもしくは災害ごみの流木を回収し、ウッドチップ
として再生利用することで、海洋環境の保全に貢献してい
る。

今後も本業を通して資源循環に寄与する。

木材として使うことのできない廃木を回収し、森林環境の
保全に貢献している。

今後も本業を通して資源循環に寄与する。

５

 　３　取組目標は、出来る限り定量的に記載してください。
 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。
 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

１

静岡市清水区大内313

本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数

424-0061

事業所・団体等又は
関連事業者等の名称

業　　　　　種

従業員（構成員）数

代表者　職・氏名

所　　在　　地

事業所内をLED照明に切り替え、省エネ化を図っている。
事業所内での節電や、省エネ意識についてさらに理解を深
めていく。

建設現場から出る廃木材などをウッドチップとして加工し
たものを、一部を製紙工場において紙に再生また木質ﾊﾞｲｵ
ﾏｽﾉｲﾗｰの燃料にしたりごみ処理施設において効率よく火力
を上げるための燃料として使用することで、資源循環に寄
与している。

今後も本業を通して資源循環に寄与する。

ワークライフバランスを意識した職場環境を実現し、従業
員が生き生きと働きやすい環境づくりを行う。

従業員が働きやすい環境づくりを今後も進めていく。

従業員について健康診断受診を徹底し、一人一人が心身と
もに健康で働けるよう意識している。

今後も従業員の健康を第一に考え、健康と福祉の促進に向
けて取り組んでいく。

ＳＤＧｓ宣言書
　私たちは、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり取り組むことを宣言します。

2022

ゴール これまでの取組内容

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

中間処分業者として、資源循環における橋渡しとなり、持続可能な社会の実現に貢献する。

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

廃木材をウッドチップに加工し、さらなる活用に繋げることで、
再資源化はもちろん、地域の環境循環に貢献している。

目標に関連する取組内容

2023

４

有限会社エコトーカイ

1 人

２．建設業

氏　　　　　名

職　　　　　名


